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連続のダブル表彰台！連続のダブル表彰台！

髙嶋理紗選⼿が銀メダル、江村美咲選⼿が銅メダルを獲得髙嶋理紗選⼿が銀メダル、江村美咲選⼿が銅メダルを獲得

現地時間2022年5⽉22⽇(⽇)にパドヴァ(イタリア)で開催された、フェンシング⼥⼦サーブル グランプリ イタリア⼤会現地時間2022年5⽉22⽇(⽇)にパドヴァ(イタリア)で開催された、フェンシング⼥⼦サーブル グランプリ イタリア⼤会

にて、髙嶋理紗選⼿(オリエンタル酵⺟⼯業株式会社)が銀メダル、江村美咲選⼿(⽴⾶ホールディングス)が銅メダルを獲にて、髙嶋理紗選⼿(オリエンタル酵⺟⼯業株式会社)が銀メダル、江村美咲選⼿(⽴⾶ホールディングス)が銅メダルを獲

得致しました。⽇本⼥⼦サーブルのシニアグランプリ⼤会でのメダル獲得は初の快挙となります。得致しました。⽇本⼥⼦サーブルのシニアグランプリ⼤会でのメダル獲得は初の快挙となります。

前⼤会でシニア⼥⼦サーブル⽇本初のワールドカップ個⼈⾦メダルを獲得し、今⼤会を世界ランキング6位で迎えた江村

選⼿は、ベスト16でBOUDIAF選⼿(アルジェリア)、準々決勝ではNAVARRO選⼿(スペイン)に勝利するも、準決勝では世

界ランキング4位のBASHTA選⼿(アゼルバイジャン)に9対15で敗退し、銅メダルが確定しました。

⼀⽅、世界ランキング91位で予選から勝ち上がった髙嶋選⼿は、ベスト16で世界ランキング5位のGEORGIADOU選⼿(

ギリシャ)、準々決勝ではJEON選⼿(韓国)に危なげなく勝利すると、準決勝では世界ランキング20位のQUEROLI選⼿(フ

ランス)の追い上げを振り切り、15対12で勝利。決勝では江村選⼿を破ったBASHTA選⼿との接戦の末、11対15で敗退

しましたが、⾒事銀メダルを獲得しました。

準決勝：江村選⼿(右)

決勝：髙嶋選⼿(右)

シニア⼥⼦サーブルでのメダル獲得は⽇本初、髙嶋選⼿は⾃⾝としても初のシニアワールドカップ・グランプリ⼤会メダ

ル獲得。そして江村選⼿のシニアワールドカップ・グランプリ⼤会における個⼈戦の2⼤会連続メダルも、⽇本⼥⼦サー

ブル史上初めての快挙です。
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左から：髙嶋・BASHTA・江村・QUEROLI

 

左：髙嶋選⼿、右：江村選⼿

【本⼈コメント】

髙嶋選⼿：

団体でのメダル獲得に続き、個⼈でもようやくメダルを獲得することができました。いつも応援してくださる皆様のおか

げでここまで来れました。私の競技⼈⽣を⽀えていただき、感謝の気持ちでいっぱいです。次は⾦メダルをお⾒せできる

よう、精進して参ります。今後とも応援よろしくお願いいたします。

江村選⼿：

"⽇によっても相⼿によっても戦い⽅は変わってくる"ということを⼼がけて、⾦メダルを獲った時と違う戦い⽅にはなり

ましたが、メダルに⼿が届きました。初戦から試合数を重ねるごとに段々と良い感覚を掴めるようになっていましたが、

負けてしまった試合は少し迷いがあったのと、対戦相⼿に合う戦術に気付くのが遅く、開いた点差を埋めることができま

せんでした。ただ、GPでのメダル獲得は初めてですし、2⼤会連続でメダルを獲得できたことはまたひとつ⾃信に繋がり

ました。次回以降も⾃分を信じて、また対戦相⼿をリスペクトしながらチャレンジ精神を忘れずに記録を更新していきた

いです。次はいよいよ重要なアジア選⼿権、世界選⼿権なので、今以上に強い状態でピストに戻ってきたいと思います。

今回も遅くまで応援ありがとうございました！

以上

公益社団法⼈⽇本フェンシング協会のプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/39246

※新型コロナウイルス感染症対策のため、帰国時の空港取材はお断りしております。予めご了承下さい。

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】

公益社団法⼈⽇本フェンシング協会 広報担当：⿃⼭

電話：090-9348-4851 メールアドレス：toriyama.satoko@fencing-jpn.jp
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